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尉 LE丈の生山亡は斉昭に上る火災はSL!与発生しな

い.又日燃脚 jL:の立山も発BZ時の火災は97者に少

い.しかし氏蜘JのLT'こ政化放 くFt.,]･l,～.) 串に
並tの脈 と含有するところで.二勇戦に上[)火災を菜
生L大7t･こ至ること-E番･tlエttq,tて.､も.照るに

安宅に上り如何にして火災9:竜王かとi:･うここq]ちb
何にして火災にさは するカ･と五･;七文的石村は今E基
のとこ,-)明議lこされていな .､.

取 扱曜生山で㍍火対'4(として rEJL⊂いろ方法み
ち弗取のL･ト禁とinじて指貫FII… にqt水する方法は

効唄がもろが火災が絶無と5:･うRではない.上って吾

は々取 .tり火災に空ろ呪閃む権吸の見Ldlから毘充と

試みた.

: 推 定 原 因

拭BにIm lした史rTは快地先IJ雌 鉄のtのでその挙
矧 主菜 】に託す泊 りでもろ｡火災苛iL:に実る縄 とし

ては次の6つの船台が替えられる.

i) 熔鵜の漸 く放火)5(は畑兄狐RUス①疲鰍 こ
上l)郡 が･jE火して駅 すら.

H) n現在C消散するLrTT塊が他の鉱47にFj突して
でれが柑1)､する淵 エオルギーが.熱エオIンLr-に

波じて1朽泣となl)好項する.

HT)交戦による屯TJ'の耳押7LtR-桁取FAの帽発来し他

校IrI.I.

ll)ia祖父は苅紙 TI塊の軒文lこJ:る火花'或はだ

許の符4)純 正布目こ上り盗,tElに加 する世塵がhTS

規しこの火脚 こより妊石が引火伝統する (断熱広

前)

') 規兼に素放する三相Lr勺ミミのJrTl'ほほ満に上って

生起せられろ改質高iALDHスにnTなり長時節貰&,_

するたらホ泊となり盤だrH'に枚JEほれて鮒 ~

ろ.

yL)中火振;Dもえ(･㌻(tT析)oBt火に上tIだ石

が列火餅 ㌻J-J.

以上の脚 rAlにつさ'i丘フこヨこ抜的にそのpI鴨1に
つき故附した】

l 研 究 社 遇

i) iEtO舟坑Xは13先高ia7yスLD去故により虹Tl.

t'3r火宅媒~Tlをことの旋Etと回 Ⅰの方法'むち町
咋L'lJ:IてLLttでLL･ここコしこIl)二二万--=Dr..I-二

所期′イナ-,イt･を為し,これう:郡 :こ上るfrl-

¢引火!五牧と淵 Lた.r,.'吏P.L% jも事=-JiBGTl
乞五枚と写JEと?.恥こ上Oq .した)そo盛Iti-)i

2設包2にIJrJLl.
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セ石 成 分 夏空尭
河Ji FntS 迦7川 井 虫良平 (BU)

'l
H 55 6Z 27,I

lJ 21 日 30 27J

c 11 28 34 273

即 死火.A.Tl'iinrlのar打はrl辞して :EX)メyシA
退出のもLDICもろ.
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H4 エ 禁 火集 協 公 巷 隼 E3を 恭 3 FI

以上の完投に上り明らかな如く収 まは発注Hスに たが仝腿 禁火-TろCn･ことはTA･かつた｡(田

上b妊石土:互婆弓状放 すろことはないj;･伊 野軒 ヰ丑R3書取)

底

Eg2のSt的

). 〆イナーイトと告石との邦文 5cLn

2. 2E石の上anJ-_宅く発J:する t所71丘の那兼に上

る).
3 火事が王様耳桁畷tこ上b苑′たした鉱石浄曲が切換

JXP.により点火L仏塊するものの上･5でもろ.

に,日 生L:た水石の粉恥さ;B洗正銘又は舶 0詫火に

上t)弘牧する｡比の火他¢大･t引三水ブ!政の戦兇'Cは

軽石中に荘存する排 旺茨O丑の多い祉大eもろ.

l■) 7q適 と衰微するt.ちLtか旭かRT;に在英してそ
¢促甘㌻ろ連取Drt･ルギー力点1ネル+I-に交じ･
そのE石がEiBになろむ-=･.ま1=いかと言うことは曹t
が,かつて兼行抄 Il符について年 糾々 したことから

_例 えられるところeもろ.袖 としてはヨ30El

Gに泣gL芸r_J=部門′イナマイトの侍新 二より,そD
F,'1万tこもる笠石を撃ちILILでこれ五:長坂に如実したJB

合Z)状況とW;ti･LEaに.n tE事したが'全く発 火の現

敦は正めらY_なかったし蔽坂に3i実した埠今に火花さ
えも発見出来なかった.(良:釈放写許)

'き?十 ~ 47''十

tg 3

位Jit石の大別ー Zl丘IL*Ln程度◎ものが和 {イナ【
ィH Og D̀卵 で約 20OtnIBCで'20gで 300･,I/AOC

の初速eあったが,いづれの替合も鉱石は鵬 に世来
し坤けて扮乱となって氏取した｡(PE即 につきiO固

相 した)

n)鉱石のすフ所竣l･Jf髄 墨の桝 atT挙に上J)弗

cTrO脚 発火の7fh ta 布

だ 才, a O/,3) C右は林

虻 荊 1■ OI.ヵ けて戟fl

郎 J, c Ll/,En となる

'､)舶 71頓勧正の断熱托拙文は飛散する焦石

千
150tl
臥 ,1- .且

上=,･･･1... L･･
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塊の射光に上る火花に上I)謀判1に浮遊するか'さは'L惣現

すろことは-放▲こ包められるところでもろ.Jはって牡

ot)gto牡Et称二上り土石.=引火するか否かと打に,-T:

-JT~方法に上り芙註した.
也に於て妖花葛に木7日 もb､蛸句空には榔 FgD
PクスtEb:Flけてもろ.丑拝月IOナt･ベラ03i割+一杓
20(･rnにして周随 は 1正分250Plt-1もった.世態は
Ⅰ00 J ク Z/ユ盃de)もの E001;七徐々iこせ入し'若人

完-rが.IT.にt･1ソ由 SL)藍等51カリSDの盤全紙

0.】l;-<屯?t且火して(Jg火王)勧tに丑火した.二月汝

成叫と糞Jに･六す.
比の淡輸中に明らかになったことIt ト 2･･･m搾Ble'

カ ニ三三i

小Ticあってヽ敦鈷耶 扮申した鋭Flのない秘三者当の捻均に上M r火



捕水 :頂故Eこ上る変化Ji'の幣',111こ区ナ7､許付 F4～
Jj 4

粒転のilBt 伏式だTEe)ILiI lJ7̂ 3EllLb人ご i)[火のtJ少 ･Jl t まモ 況

れ ㍊ ,a(Fb左 ,Ld 舘 主毒三塁 妄ろ9:とf相 5れ ---Lt･t;抑
2川t)一一一与r7川lの =

n Jilnc>もろ小ti l 朗 のある5-IlD小it･FL引史伝)- す ろ
t ll J 5lA7)t9.2的三日句に.写.+火がつか'_･かった

LI I 点 丘IQDもろ 5日llti主C)小tt:王引火JBtすvt.

(廿で U,式とIl'は J､現 '(,､/7-にてくだいたも色をそつf土はF'JLた)

lま72tfl.Lと局方LD改東をM LてG芸だ'ナ･り比解

約を待ったがiC群nの})がIJ711135IL3(上り崩かに引火
も良好でもl),火偽J>Jlも犬 で.もつ..ニ&:i･''iO比黄.こ
けこの Ⅰ･'e.OJをiuたした切払L三.1⊥I)だにLiガに唱

埼し7L 此守かホ史はEtlE'k=ri均も①酢 にlI)13生
すろ取1tP が牧抜上Y.･ろこと/iR･.Tたすち7)てia)'iりと

鉄柵 在及び幹化2kD更生はJi々 nQEED引火tPIt力

点ITることオ:推守せられる.

1)諾孔門にTIて嘩乎オ:正史してJ=王】£'･Jq申されそ

れが投げZIlされるi2;①畔Tは丘JIE･)F<(,土勇敢 blや
JL.]-IJd捗埋没 ともろ.比のlユ:こfLqr.1正∴油.TJ何
句ガスにp-tていもEriは笥PttlT_-1Jl'IiAZE'こなるも

Oがあることが1}J_(,れろ.オヒの訂ldに7..･つたt=石5:

基中に出uは れるZ:tP.事することlfネえられちことで･

もろ.こlLに対す,3棚 としてヲしの2爽Jaを行った.
イ)土石･5LむJ-tL1,ン揖●さ包み'その中央に声Rダ

イナマイト甘柿入し'之を好巧さLLてせJ87JIなまる

と同峰に約 15珊 11.たkl-1こもるit.T;･jLO引火戦史y_/

Q刺 した.純lた方法をBldに′J:チ.ナウ貞こ0:班.真も実

和のaL合とは可なI)捕件がほ屯していろが突jrfL)I.I,-i･

JJy･としでは牝の)Jお.A:瓜もtmrKでもろから之に上る
林とした.LJLiでW.Tl'は税目へなtセ川 したがiJ火脚 対

は J/,･CもJJ火ii21起すイJ力な弘汰 =･もTL'ことむ砥め

糾た.(.I.1挺FTIJ尖鵬に於いて もW灼以外に火きな粉雌惚

塊と惚明しつつ鍬 lHl-る19私のir.ポ7抽･myJたd

･J)虻のIAに手札rq現 -J托l出盛D竺7.は:上IぷのJrLT

にIjろ室中L=Mて糾 し火災D-PJを1.=すものとすれ

.王､それ等iZ)只T三女r,▲専去･D7.I:.=よL

)CtT itLizれE=災雪を抜止し相,1こと;1明らか t.<もろ.-つて洪

rAにP.q 一二.rl,I.和上rて Y.与と凸も,3円p=



lJ6 T で 火 功 ily会 -誌 買 [3な れ 8Df

れ九t/血の研光軸Ju'に上れば,棚 虹L]Jに放ける火

災跡止の為に捜猫車に水の71'i'tyルおねり込んeい
ち.これは苦々の柑た研究虎1こと許な-1ることを示す
もeIと一巴う○

以上5つの組 む地に土一!ミサ･3野火校EZGZに上る立

石0弓他 こ考えE>れろOLl3OE亡石控Eh につ

き批 rTつたが,弓しくLT_･かつた.
`slcherZL･･'LiWrm 跡..0.ProfLLrStJ'l'､CTL=lLkLr=-

lYClke.1一＼r LJilh.lLHIIZJ)LlJl-SBユrrLnTlZlT-1ト

KhCJlrtJ)1､IlllCヽ 7.rl-r.lltJlrLu (1951)T 122Jg
J3てl

ほuEE F覇

(I)芦鎖の取練 鉄貞7)況JLz=しているi4.イL-比が手放芯

にするEtQiEt右研究bE3に放てはiL.O2つである

ことが男らかにTLつ た｡

I)･ぱ集に披旦する鼻孔月齢 9=石はま苧蕗.こ上って

蝿 せられる瓦鵡 Jiのdスに可なり支Ei稚 く芝】

矧こよれは EO-1捗o or心Tでもろ)ryもていろ

ために発火ILnEE以上と.irJ松宗o純 ナJ-J芸附こ

f紐ほれると駁 LJIF･々tZとTJ:つて火災と転で

に至る○帖に搬 弔のり'丁には姓だしいもOと聖

?.

H)放散の打bDi鮎 稲皮相HIAは流取鉱石O野天
による火花に上l)集札に符ゆ JLLCいろF.化鑑の

勧盛が御 L'批{)火伯によlJP,T/JOあろ虹7,IrZ

に術火する.これが火拭となって火災を虎Ifl=至

る.

(2)以上oY:(t句■こけ T,i∽火付Jl
i) 外 で'.tlとして水む召当たJ.8跡こいjLたものなせ

迅o芯土塀もba折方に紳入すると非常に効果が
もろと思われJL.

]l)監正な等比-L･くりid畑 にならぬ探:こして11基
-<充分することカ:Li#C･ある.
L!･)任JlとLて.上紙束lliるElり腕 空屋の住いもの
がLい○

(3)扶T'iil'lllに七､,T･ニUJ火対IR
火11王には水とい･;兄1如 ､らt,t喋 山に放て は 25年

究めJ.､ら央枚h'に脱 抑Bfl.=散水L非常にた黒む*Li

ること1,-111わた,その抜¥にr-散水特.TJ粒蜂具L美戦中

も水道唾と榊BEl.Jf士にLてPくことに･tり'丈に火

9三と沌少でろことがllL米もほになった.e)も杜等∂集
貨(三蓑により朗らかで3,ち.

rR 6 (松Itt見'llだIR)
散水の11品 訳 7-I_･し 守護'.､･1放水 究屯中もtf水

妄謎 の.ヒ IB: 19 ,2

博 せ 宗 榊 完 25草餅 Y., 那 珂 Y･J

位にプ二酢兜に対し㌍溝助を粘った較轡丸lLの音mfg

士,伊呼弦m :i;及阿(川の前群各位か こ実験的姓の

1.7.HlljkJ.,約m斌火,mhI心Z)識氏に諜越7=識まを我

ポーラログラフによるNO3'の定見
(咽弔.り√年 7月 18 日 う之m

書1. 前 が ･:･

I-Ji )H 三 jltL;
(旭化成控甲1杓研究梯)

H rloILnl)も J.TLM◆YJIl恥､て :<0.I0号丑がFllやEな
こと5=カ.していろ.

sr'r5tn,'llRLIz-'ptJL'lLJ3'=yO{I+JLh掠-Jl感の 未研究は1.1ilのEE仰分析に放てhlO/i･ポータロ〆

挺ィ,1ソ仰 C水£l軒下氾矧 こ上()ia元されること タフC如(雌 の背広をもって還LlL得るかを知ること

は籍E,れている. ll TohI'Jk･L日 は>_と粒丑化 し が日的Cあった.以上のカナ*ソ◎中rLlh心 ,Sr一女

ようとして色 め々即 拝 ⊆乃カナオ-/について悪賢的 除いた凡てについ'C.:Laと待ったが'Cn'HZh}に

,.=右記を待ったもJl荻む招糾して ､る.それに法れff･ ついては全く謹元巴は粋られyEかつた.従って文才3pi

Jlg-,CA斗,Sか,T.̂い,ILt'L,T･I◆←-(FEolthofrL三 第EとLで･･VJ=◆'･LTOr J｡･◆{ 竜--mいたぢ!合D盃

rU_十一をあげていろ)が NoJrの最元茨をZtIL'その 元 藍につ､､で青首する.

甲1rr+,E爪… が負も召当eもろと法 べている.又
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